
三宝甘長トウガラシの産地再興支援
活動期間：平成21年～（継続中）

○ 因幡地方の伝統野菜・三宝甘長トウガラシは、産地縮小と異品種混入で、
貴重な地域資源の消滅を危惧。
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貴重な地域資源の消滅を危惧。

○ このため普及所では、ＪＡ、試験場等と野菜プロジェクトチームを結成し、
優良系統種子の確保、新規生産者確保、共販体制確立を推進。

○ その結果、生産者は４倍、栽培面積は２倍となり、産地消滅を何とか阻止。

具体的な成果 普及指導員の活動具体的な成果

１ 優良系統種子の確保
■現地優良系統から種子４万粒を確保

普及指導員の活動

平成22年
■主要野菜の振興のため、普及所の呼び
かけでJA、試験場、隣接の普及所でプロ
ジェクトチームを結成

■生産者確保 露地栽培推進 優良系統■生産者確保、露地栽培推進、優良系統
種子の確保、共販体制確立を目標に推
進

■果実が黒くなるという苦情から、市販系統
と自家採種系統を栽培比較

■市販系統に異品種混入の疑いありと判
断

２ 栽培面積の増加
■関係者の呼びかけで新規生産者、栽培
面積が増加

（Ｈ２１ → Ｈ２３）

断

平成22～23年
■現地優良系統から採種し、生産者へ提供
■栽培基準を露地栽培主体に修正
■多くの生産者が新規栽培者であるため、

①生産者 ４名 → １８名
②栽培面積３０a → ７０a

３ 共同で販売スタート
■産地規模が小さいため共同販売で物量
を確保

事前の栽培講習会、合同現地巡回で細
かな指導を徹底

平成23年
■ダンボールでの出荷規格を作成し、共同
販売を支援

を確保
■地元の伝統野菜に好意的な量販店も現
る

■三宝甘長トウガラシという名称を初めて
使って販売

普及指導員だからできたこと

・高度な専門技術を有する普及指導員だか
らこそ、優良系統の種子を確保し、貴重な
伝統野菜の消滅を阻止することができた。伝統野菜の消滅を阻止することができた。

・地域に密着した普及指導員だからこそ、伝
統野菜の保護や産地再興に理解が得られ
た。



１．取組の背景

鳥取県東部の因幡地方では、果肉が軟らかく､辛味果が発生しない、本県オ
い な ば

リジナルの在来品種「三宝」甘長トウガラシを古くから栽培してきた。かつて
さんぽう

は鳥取市青谷町を中心にハウスによる半促成栽培が行われてきたが、高齢化に

より生産者が減少し、平成 21 年には 4 戸で約 30a の栽培面積にまで激減した。

さらに数年前から「果実が黒くなる」という声が多く寄せられるようになり、

本来の形質に異種の形質が遺伝的に混入した疑いが強まるなど、貴重な伝統野

菜が消滅の危機に瀕していた。

そこで、三宝本来の系統を維持しながら、産地として再興することを目指し、

普及活動を展開した。

２．活動内容（詳細）

（１）野菜プロジェクトチームで共通認識

平成 22 年度から八頭・鳥取両農業改良普及所と JA 鳥取いなばでプロジェク
や ず

トチームを結成、23 年には農業試験場をメンバーに加え、試験研究との連携

を強化する中で、具体的な振興方策を検討し、「三宝種子の確保」、「新規生産

者の確保」、「露地栽培の推進」、「共販体制の確立」を大きな目標に掲げた。

（２）三宝種子の確保

①三宝系統の品質比較

平成 22 年に地元

種苗会社Ａ社から市

販されている三宝

と、Ｂ農家が毎年自

家採種を行っている

三宝とを同じ露地ほ

場で栽培し、比較検

討した。その結果、

Ｂ農家の三宝は本来

の形質を有していた

のに対し、市販系統

は果形が細く、黒く着

色し明らかに本来の形

質と異なっていることが判明し、Ａ社も確認した。（写真 1、2）

②三宝の採種

写真1 Ａ社系統

（果形が細く黒い）

写真2 Ｂ農家系統

（三宝本来の姿）
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三宝本来の形質を有すると判断したＢ農家由来の株を採種用原種とすること

にし、平成 22 年には約 2 万粒、23 年には約 4 万粒の種子を採種（写真 3、4）

し、系統出荷を行う生産者に提供した。

（３）新規生産者の確保

プロジェクトチームのメンバーを中

心に JA 各支店の営農指導員や市町の

農林担当者などの協力を得ながら、農

家に広く声かけを行い新規生産者を募

った。

（４）露地栽培技術の確立

甘長トウガラシの栽培基準は以前か

らあったが、産地が縮小するなかで長

年修正が行われていなかったため、露

地栽培を中心に仕立て方や施

肥設計などを大幅に修正した。また

新規生産者のために事前の栽培講習会や、栽培期間中に関係者合同で現地巡回

（写真 5）を重点的に行うなど栽培技術の早期普及に努めた。

写真3 採種用の完熟果実 写真4 採取した三宝の種子

写真5 合同現地巡回の様子
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（５）共同販売体制の確立

従来の出荷は地元市場への出荷が

主であり、出荷形態はコンテナ出荷

であった。平成 23 年度に共同販売

体制を確立したことを機に、出荷形

態をダンボールに変更し、県外への

出荷も念頭に置いた。ダンボールは

暫定的に２ kg の無地の茶箱とし、

三宝の特徴を書いたシールを同封し

てＰＲすることとした。（写真 6）

３．具体的な成果（詳細）

具体的な成果としては以下のことが挙げられるが、最も大きい要因はプロジ

ェクトチームで認識を共有したことである。産地振興のためにやるべきことを

具体的にイメージし、関係者が同じ方向性を持って活動することができた。

（１）優良形質を維持するための採種の重要性が認識、共有され、生産部とし

て優良系統の確保に取り組んでいる。

（２）生産者が平成 21 年の 4 名（30a）から 23 年には露地栽培を中心に 18 名

（70a）に増加し、産地縮小からやや拡大へと転換することができた。

（３）共同販売体制を整えることで、少ないながらも出荷ロットを確保したこ

とや三宝という品種名を使ったことで、専用の販売コーナーを設ける店舗

やポップで商品を紹介する店舗など、地元の量販店に三宝が定着し始めた。

４．農家等からの評価・コメント（鳥取市 Ｆ氏）

数年前から果実が黒くなるものがあったが、原因がわからず困っていた。新

たに採種した系統では黒いものは全くなく、本来の三宝に戻り安心して栽培が

できる。

５．普及指導員のコメント

（鳥取農業改良普及所・普及主幹・小林弘昌）

異種混入により系統の維持が困難な状況に一度は陥ったが、農家の協力もあ

り本来の三宝の姿を取り戻すことができた。今後は当初の目標である伝統野菜

の産地拡大に貢献していきたい。

写真6 ダンボールの荷姿

（中にＰＲシールを入れる）
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６．現状・今後の展開等

（１）新規生産者の確保

平成 23 年産の共同販売実績は 3,128 ケース、226 万円、kg 当たり平均単価 400

円であった。生産者は何とか増加したが、まだまだ有利販売できるほどの産地

規模とはいえず、さらなる生産者の確保が必要である。

（２）三宝優良系統の安定供給

本プロジェクトにより緊急的に優良種子を確保することができたが、今後い

かに安定供給していくかが課題である。これまで三宝の種子を供給してきたＡ

社は三宝の異種混入を確認し、原種確保の重要性を再認識した上で優良系統の

採種に取り組んでいるが、優良種子の安定供給までにはもう少し時間を要し、

現地採種を含めた優良種子の供給を継続する必要がある。

（３）露地栽培の前進化

平成 23 年産の露地物の出荷ピー

クは 8 月であった。夏商材としての

イメージが強い甘長トウガラシはさ

らなる前進出荷が望まれる。そのた

め、現在の 5 月上中旬定植を一ヶ月

早め、トンネル栽培による早期出荷

の実用性を検討する必要がある。（写

真 7）

（４）伝統野菜三宝のＰＲ

古くから栽培されている三宝では

あるが、生産者や消費者に三宝という名称はほとんど認知されていなかった。

今回共販体制にあわせて「三宝甘長トウガラシ」を商品名にすることにした。

地元の伝統野菜でもあり好意的に扱う量販店も現れており、今後はさらに消費

者の認知度を高める取り組みが重要である。

写真7 トンネル被覆で早期定植


